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１．研究計画の概要 
(1) ワープ空間へのコンパクト化をはじめと
する余次元模型の物理を研究する。 
(2) ブラックホール生成・蒸発の物理を研究
する。 
 
２．研究の進捗状況 
(1) ワープ空間へのコンパクト化に用いられ
るオービフォールド (軌道体) 上の場の量子
論の応用として、①オービフォールド上で世
代の統一を成し遂げる大統一理論の模型を
川村、木南とともに構築し、②オービフォー
ルド上における混合チャーン・サイモンス項
の存在下での量子色力学のシータ真空の動
的再構成についての研究を川村、波場ととも
に行った。また、③ヒッグス場の境界条件を
ディリクレ境界条件に取ることにより、LHC
で標準模型とは異なる実験結果が予言され
る、という一連の研究を、波場、高橋と共に
行った。 
 ④ワープ空間のコンパクト化に必要とな
る、負張力のブレインを有限の幅に正則化し
ようとすると、重力の不安定性を誘起するこ
とが知られているが、５次元重力作用自体を
変更することにより、不安定性無く正則化が
行えることを、須山、横井とともに示した。 
 ⑤私自身によるワープ空間上の場の量子
論の細谷機構の有効ポテンシャルの計算を
応用し、より現実的なフェルミオンの構成を
持つ SO(5)×U(1)ゲージ・ヒッグス統合模型
を、細谷、大沼、阪村とともに構築した。 
 ⑥ワープした反ドジッター空間上の５次
元超重力理論により、４次元の重イオン衝突
器で生成された、相対論的に 1 次元膨張する
クォーク・グルーオン・プラズマの動的性質

を計算できる枠組みを矛盾なく構成するこ
とに、木下、向山、中村らと共に成功した。 
(2)弦理論における高エネルギー散乱におい
て、回転するブラックホールの生成断面積と
双対な、有限角運動量の微分断面積が得られ
ることを、松尾とともに示した。 
 
３．現在までの達成度 
①当初の計画以上に進展している。 
研究(1)④は高い評価を受け、この結果により
共同研究者の中村は中村誠太郎賞を受賞し
た。また、⑤の模型はこの後にヒッグス場が
暗黒物質の候補となる模型として注目を浴
び、新聞等にも取り上げられた。 
 
４．今後の研究の推進方策 
今後は 2次元実射影面上にコンパクト化され
た普遍余次元模型の研究を行う予定である。 
 
 
５. 代表的な研究成果 
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